様式第１号（第５条関係）
応急手当普及講習受講申請書（団体用）
	　　　　年　　月　　日　
　（宛先）
　埼玉西部消防組合消防長
　　　又は
　○○消防署長
申請者　　　　　　　　　　　　
住所　　　　　　　　　　　　
氏名　　　　　　　　　　　　


	実施日時
	　　年　　月　　日（　　　）
	　　　時　　　分から
　　　時　　　分まで

	場所
	

	実施団体名
	

	受講者数
	　　　　　　　　　　　　　　　　人

	受講者の区分
	

	講習種別
（数字を○で囲む。）
	１　普通救命講習Ⅰ　２　普通救命講習Ⅱ　３　普通救命講習Ⅲ
４　上級救命講習　　５　救命入門コース　６　救急講習

	担当者連絡先
	住所
氏名
電話番号　　　　

	※　　受付欄
	※　　経過欄１
　講師　所属・氏名
	※　　経過欄２
　修了者人数


備考
１　※の欄は、記入しないでください。
２　受講者の区分欄は、○○事業所（従業員）、○○自治会（住民）、○○学校（生徒）等を記入してください。
３　講習種別は、次のとおりです。
⑴　中学生以上の者が対象
・普通救命講習Ⅰ（３時間）は、心肺EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(そ),蘇)生法（主に成人を対象）及び大出血時の止血法
・普通救命講習Ⅱ（４時間）は、心肺蘇生法（主に成人を対象）及び大出血時の止血法（業務の内容や活動領
域の性格から一定の頻度で心停止者に対し応急の対応をすることが期待され、又は想定される者がいる団体
を対象）

・普通救命講習Ⅲ（３時間）は、心肺蘇生法（主に小児、乳児及び新生児を対象）及び大出血時の止血法
・上級救命講習（８時間）は、心肺蘇生法（成人、小児、乳児及び新生児を対象）、大出血時の止血法、傷病
者管理法、手当の要領及び搬送法
⑵　小学４年生以上の者が対象
・救命入門コース（１時間３０分）は、胸骨圧迫及びＡＥＤの取扱い
・救急講習は、住民の要請に基づき適宜実施
４　応急手当普及講習受講者名簿（団体用）（様式第１号の２）を添付してください。
